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第 40回皇后盃全日本女子柔道選手権大会

決勝＝香川（右）が原沢から技有りを奪う

令和７年全日本柔道選手権大会
香
川
大
吾
悲
願
達
成

香
川
大
吾
悲
願
達
成

　

４
月
29
日
に
日
本
武
道
館
で
令
和
７
年

全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、

香
川
大
吾
五
段
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
が
悲
願

の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

※
詳
細
は
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（
120
ペ
ー
ジ

～
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注目ニュース



　

４
月
20
日
に
横
浜
武
道
館
（
神
奈
川

県
横
浜
市
）
で
第
40
回
皇
后
盃
全
日
本

女
子
柔
道
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、

田
中
伶
奈
四
段
（
大
阪
府
警
察
）
が
初

優
勝
し
た
。

※
詳
細
は
今
月
の
ニ
ュ
ー
ス
（
124
ペ
ー

ジ
～
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第 40回皇后盃全日本女子柔道選手権大会

田中伶奈が新女王に

注目ニュース

決
勝
＝
田
中
（
手
前
）
が
白
金
を
大
外
刈
り
で
下
す
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香川大吾香川大吾（ALSOK）（ALSOK）が初制覇が初制覇

香川（上）が大内刈で技有りを奪う香川（上）が大内刈で技有りを奪う

令和７年全日本柔道選手権大会

　

令
和
７
年
全
日
本
柔
道
選
手
権
大
会

（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道
連
盟
）

が
４
月
29
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
全
国
10
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
40
名

と
推
薦
選
手
７
名
の
計
47
名
が
出
場
し

た
。
66
㎏
級
で
五
輪
連
覇
を
達
成
し
た
阿

部
一
二
三
（
パ
ー
ク
24
）
を
は
じ
め
と
す

る
パ
リ
五
輪
代
表
選
手
が
４
名
参
加
し
た

今
大
会
の
注
目
度
は
高
く
、
約
７
５
０
０

名
の
観
客
が
詰
め
か
け
た
。

　

決
勝
は
香
川
大
吾
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
が

過
去
２
度
の
同
選
手
権
優
勝
経
験
が
あ
る

原
沢
久
喜
（
長
府
工
産
）
と
の
激
闘
を
制

し
、
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

♢

■
決
勝

　
香
川
大
吾
　

大
内
刈
　
原
沢
久
喜

　

出
場
７
回
目
で
初
優
勝
を
目
指
す
香
川

と
、
過
去
２
度
の
優
勝
経
験
が
あ
る
原
沢

の
一
戦
。
試
合
序
盤
、
原
沢
が
内
股
を
攻

め
、
技
を
仕
掛
け
る
も
香
川
が
粘
る
。
そ

の
後
両
者
と
も
に
果
敢
に
技
を
仕
掛
け
る

も
決
め
手
に
欠
け
る
。
試
合
が
動
い
た
の

は
残
り
時
間
３
分
４
秒
、
香
川
が
大
内
刈

で
技
有
り
を
奪
う
。
そ
の
後
巻
き
返
し
を

図
り
た
い
原
沢
で
あ
っ
た
が
、
疲
れ
も
見

え
は
じ
め
ポ
イ
ン
ト
を
奪
え
ず
試
合
終

了
。
香
川
が
初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。
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判
定
で
の
決
着
か
に
思
わ
れ
た
が
、
残
り

判
定
で
の
決
着
か
に
思
わ
れ
た
が
、
残
り

時
間
７
秒
の
と
こ
ろ
で
一
瞬
の
隙
を
見
逃

時
間
７
秒
の
と
こ
ろ
で
一
瞬
の
隙
を
見
逃

さ
な
か
っ
た
原
沢
が
谷
落
で
見
事
な
一
本

さ
な
か
っ
た
原
沢
が
谷
落
で
見
事
な
一
本

勝
ち
を
収
め
た
。
終
了
残
り
わ
ず
か
の
と

勝
ち
を
収
め
た
。
終
了
残
り
わ
ず
か
の
と

こ
ろ
か
ら
の
一
本
勝
ち
に
場
内
が
大
歓
声

こ
ろ
か
ら
の
一
本
勝
ち
に
場
内
が
大
歓
声

に
包
ま
れ
た
。

に
包
ま
れ
た
。

■
準
決
勝
①

■
準
決
勝
①

　

香
川
大
吾　

　

香
川
大
吾　

引
込
返　

中
野
寛
太

　

香
川
と
前
回
大
会
覇
者
で
連
覇
を
目
指

　

香
川
と
前
回
大
会
覇
者
で
連
覇
を
目
指

す
中
野
寛
太
（
旭
化
成
）
の
顔
合
わ
せ
。

す
中
野
寛
太
（
旭
化
成
）
の
顔
合
わ
せ
。

序
盤
、
中
野
が
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け

序
盤
、
中
野
が
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け

る
。
中
野
が
攻
め
、
香
川
が
粘
り
強
く
仕

る
。
中
野
が
攻
め
、
香
川
が
粘
り
強
く
仕

■
準
決
勝
②

■
準
決
勝
②

　

原
沢
久
喜　

◯
谷
落　
　

増
山
香
補

　

原
沢
久
喜　

◯
谷
落　
　

増
山
香
補

　

原
沢
と
今
大
会
初
出
場
の
増
山
香
補

　

原
沢
と
今
大
会
初
出
場
の
増
山
香
補

（
パ
ー
ク

（
パ
ー
ク
2424
）
が
対
戦
。
試
合
は
、
両
者

）
が
対
戦
。
試
合
は
、
両
者

積
極
的
に
攻
め
る
も
決
め
手
に
欠
き
、
ポ

積
極
的
に
攻
め
る
も
決
め
手
に
欠
き
、
ポ

イ
ン
ト
が
動
か
な
い
ま
ま
試
合
が
続
く
。

イ
ン
ト
が
動
か
な
い
ま
ま
試
合
が
続
く
。

掛
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

掛
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
窺窺
う
か
が

う
か
が

う
展
開
に
。
試

う
展
開
に
。
試

合
が
動
い
た
の
は
開
始
２
分

合
が
動
い
た
の
は
開
始
２
分
5151
秒
、
中
野

秒
、
中
野

がが
掬掬
す
く
い

す
く
い

投投な
げ
な
げ

を
狙
っ
た
と
こ
ろ
に
香
川
が
引
込

を
狙
っ
た
と
こ
ろ
に
香
川
が
引
込

返
を
決
め
て
技
有
り
を
奪
う
。
そ
の
後
も

返
を
決
め
て
技
有
り
を
奪
う
。
そ
の
後
も

香
川
が
中
野
に
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
せ
ず
、

香
川
が
中
野
に
ポ
イ
ン
ト
を
取
ら
せ
ず
、

試
合
は
終
了
。
香
川
が
勝
利
を
収
め
た
。

試
合
は
終
了
。
香
川
が
勝
利
を
収
め
た
。準決勝①＝香川（左）対中野準決勝①＝香川（左）対中野

準決勝②＝原沢（左）が谷落で一本勝ち準決勝②＝原沢（左）が谷落で一本勝ち
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今
大
会
で
は
、
初
出
場
の
阿
部
一
二
三

を
は
じ
め
、
永
山
竜
樹
（
パ
ー
ク
24
）、

橋
本
壮
市
（
パ
ー
ク
24
）、
ウ
ル
フ
ア
ロ

ン
（
パ
ー
ク
24
）
ら
パ
リ
五
輪
代
表
選
手

が
参
戦
し
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　

永
山
は
1
回
戦
で
身
長
182
㎝
・
体
重
160

㎏
の
入
来
巨
助
（
筑
波
大
）
と
の
対
戦
。

両
者
の
体
重
差
は
100
㎏
近
く
あ
り
、
今
大

会
で
最
も
体
重
差
の
あ
る
対
戦
と
な
っ

た
。
試
合
は
永
山
が
果
敢
に
技
を
仕
掛
け

る
も
、
大
き
過
ぎ
る
体
格
差
を
埋
め
る
こ

と
は
で
き
ず
、
一
本
負
け
を
喫
し
た
。

　

初
出
場
の
阿
部
は
、
１
回
戦
で
は
豪
快

な
背
負
投
で
一
本
勝
ち
を
収
め
会
場
を
大

い
に
沸
か
せ
た
が
、
２
回
戦
で
敗
退
と
な

っ
た
。

　

橋
本
は
２
回
戦
を
突
破
す
る
も
、
木
元

拓
人
（
日
本
製
鉄
）
に
敗
れ
３
回
戦
敗
退

と
な
っ
た
。

　

平
成
31
年
の
選
手
権
覇
者
で
あ
り
、
今

大
会
が
現
役
最
後
の
個
人
戦
と
な
る
ウ
ル

フ
が
第
１
試
合
に
登
場
。
大
内
刈
で
一
本

勝
ち
を
収
め
、
観
客
を
魅
了
し
た
。
し
か

し
、
３
回
戦
で
前
回
大
会
覇
者
の
中
野
に

敗
れ
、
現
役
最
後
の
個
人
戦
に
幕
を
閉
じ

た
。

苦
難
乗
り
越
え
悲
願
達
成

苦
難
乗
り
越
え
悲
願
達
成

◎
優
勝
＝
香
川
大
吾
五
段
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

―
―
今
の
気
持
ち
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

「
柔
道
を
本
気
で
取
り
組
ん
で
き
て
、
小

さ
い
頃
か
ら
見
て
い
た
夢
の
舞
台
で
や
っ

と
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉う
れ

し
い
で

す
」

―
―
決
勝
を
振
り
返
っ
て

「
原
沢
選
手
が
準
決
勝
の
疲
労
と
か
も
あ

り
、
気
が
抜
け
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ

っ
た
の
で
、
こ
こ
で
勝
負
を
か
け
る
し
か

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
１
回
戦
か
ら
判
定

が
多
か
っ
た
の
で
、
決
勝
は
絶
対
に
投
げ

て
や
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
得

意
な
大
内
刈
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
」

―
―
全
日
本
選
手
権
に
対
す
る
思
い

「
高
校
生
の
時
に
最
年
少
で
出
場
し
ま
し

た
が
、
社
会
人
で
は
な
か
な
か
結
果
を
出

せ
ず
、
周
り
か
ら
も
『
高
校
生
の
時
は
強

か
っ
た
よ
ね
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
増

え
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
優
勝
し
て
や
っ
と
摑つ
か

ん
だ
な

と
思
っ
て
い
ま
す
」

―
―
大
会
を
通
し
て
の
感
想

「
誰
が
上
が
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
中

で
、
一
戦
一
戦
目
の
前
の
相
手
を
倒
す
こ

と
に
集
中
し
て
、
試
合
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

―
―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

「
日
本
一
に
な
っ
て
い
な
い
中
で
世
界
の

舞
台
を
目
指
す
の
は
現
実
味
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
や
っ
と
日
本
一
の
タ
イ
ト

ル
を
取
れ
た
の
で
、
世
界
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
28
歳
で
ベ
テ
ラ
ン
と
言
わ
れ
る

立
場
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
年
々
強

く
な
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
の
で
、

次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
狙
い
ま
す
」

◉
パ
リ
五
輪
代
表
４
選
手
が
出
場

◉
パ
リ
五
輪
代
表
４
選
手
が
出
場

１回戦＝永山（右）が果敢に技を仕掛ける１回戦＝永山（右）が果敢に技を仕掛ける１回戦＝阿部（上）が背負投で一本勝ちを収める１回戦＝阿部（上）が背負投で一本勝ちを収める
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山
下
　
魁
輝 

（
神
奈
川
県
警
察
）

後
藤
　
龍
真 

（
旭
化
成
）

増
山
　
香
補 

（
パ
ー
ク
24
）

村
上
　
大
樹 

（
愛
媛
県
警
察
）

中
村
　
俊
太 

（
セ
ン
コ
ー
）

米
山
　
竜
生 

（
静
岡
県
警
察
）

入
来
　
巨
助 

（
筑
波
大
学
４
年
）

永
山
　
竜
樹 

（
パ
ー
ク
24
）

新
田
　
朋
哉 

（
天
理
大
学
）

佐
藤
　
和
哉 

（
日
本
製
鉄
）

飯
田
　
健
伍 

（
広
島
県
警
察
）

王
子
谷
剛
志 

（
旭
化
成
）

丸
山
　
晃
志 

（
新
潟
県
警
察
）

飯
田
健
太
郎 

（
旭
化
成
）

上
林
山
裕
馬 

（
福
岡
県
警
察
）

阿
部
一
二
三 

（
パ
ー
ク
24
）

佐
藤
佑
治
郎 

（
山
形
県
警
察
）

鈴
木
　
太
陽 

（
日
本
製
鉄
）

影
浦
　
　
心 

（
日
本
中
央
競
馬
会
）

古
田
　
伸
悟 

（
育
英
高
校
教
員
）

神
垣
　
和
他 

（
京
葉
ガ
ス
）

田
嶋
　
剛
希 

（
パ
ー
ク
24
）

堀
川
　
拓
哉 

（
札
幌
刑
務
所
）

原
沢
　
久
喜 

（
長
府
工
産
）

平
野
　
匠
啓 

（
天
理
大
学
）

田
中
　
龍
馬 

（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）

西
本
　
幸
弥 

（
福
岡
県
警
察
）

小
川
　
竜
昂 

（
日
本
製
鉄
）

並
木
　
泰
雅 

（
三
重
県
警
察
）

太
田
　
彪
雅 

（
旭
化
成
）

向
井
　
球
真 

（
天
理
大
学
）

畠
山
　
竜
弥 

（
京
葉
ガ
ス
）

香
川
　
大
吾 

（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

高
木
　
育
純 

（
香
川
県
警
察
）

鈴
木
　
直
登 

（
旭
化
成
）

グ
リ
ー
ン
カ
ラ
ニ
海
斗 

（
パ
ー
ク
24
）

福
永
　
夏
生 

（
山
口
県
警
察
）

橋
本
　
壮
市 

（
パ
ー
ク
24
）

菅
原
　
幸
大 

（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

木
元
　
拓
人 

（
日
本
製
鉄
）

平
見
　
　
陸 

（
天
理
大
学
）

横
田
　
雄
斗 

（
北
海
道
警
察
）

阿
部
　
拓
馬 

（
山
形
県
警
察
）

ウ
ル
フ
　
ア
ロ
ン （
パ
ー
ク
24
）

東
部
　
直
希 

（
日
本
中
央
競
馬
会
）

星
野
　
太
駆 

（
新
潟
県
警
察
）

中
野
　
寛
太 

（
旭
化
成
）

令和７年　全日本柔道選手権大会

=一本、　=技有、　=有効

優勝 香川　大吾

○
大
内
刈

○
引
込
返

○
谷
落

○
判
定

○
判
定

○
腕
挫
十
字
固

○
判
定

○
小
内
刈

○
上
四
方
固

○
内
股

○
崩
袈
裟
固

○
大
内
刈

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
大
内
返

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
判
定

○
内
股

○
判
定

○
払
腰
＋
袈
裟
固

○
払
腰

○
小
外
刈

○
判
定

○
背
負
投

○
大
外
刈

○
内
股
巻
込

○
判
定

○
判
定

○
隅
落
＋
谷
落

○
小
外
掛

○
判
定

○
判
定

○
大
外
刈

○
判
定

○
大
内
刈

約 7500 名の観客が見守る中大会が行われた約 7500 名の観客が見守る中大会が行われた 天皇杯を受け取る香川（左）天皇杯を受け取る香川（左）
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田
中
伶
奈
が
初
優
勝

田
中
伶
奈
が
初
優
勝

　

今
大
会
は
、
前
回
大
会
優
勝
者
の
瀨
川

　

今
大
会
は
、
前
回
大
会
優
勝
者
の
瀨
川

麻
優
（
推
薦
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
が
欠
場
し

麻
優
（
推
薦
・
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
が
欠
場
し

た
こ
と
で
優
勝
経
験
者
不
在
、
加
え
て
体

た
こ
と
で
優
勝
経
験
者
不
在
、
加
え
て
体

重
無
差
別
の
大
会
と
し
て
は
珍
し
く
中
量

重
無
差
別
の
大
会
と
し
て
は
珍
し
く
中
量

級
（
級
（
7070
㎏
級
）
以
下
の
選
手
が
半
数
を
占

㎏
級
）
以
下
の
選
手
が
半
数
を
占

め
る
大
会
と
な
っ
た
。

め
る
大
会
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
９
年
以
降
反
則
と
し
て
扱
わ
れ

　

２
０
０
９
年
以
降
反
則
と
し
て
扱
わ
れ

て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
足
取
り
」（
相
手

て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
足
取
り
」（
相
手

と
組
ん
だ
状
態
か
ら
相
手
の
帯
か
ら
下
を

と
組
ん
だ
状
態
か
ら
相
手
の
帯
か
ら
下
を

摑摑つ
か
つ
か

む
行
為
）
を
本
大
会
で
解
禁
す
る
こ
と

む
行
為
）
を
本
大
会
で
解
禁
す
る
こ
と

を
昨
年

を
昨
年
1212
月
に
全
日
本
柔
道
連
盟
が
発

月
に
全
日
本
柔
道
連
盟
が
発

表
。
そ
の
た
め
、
小
柄
な
軽
・
中
量
級
選

表
。
そ
の
た
め
、
小
柄
な
軽
・
中
量
級
選

手
が
大
柄
な
重
量
級
選
手
の
足
元
を
狙
う

手
が
大
柄
な
重
量
級
選
手
の
足
元
を
狙
う

戦
術
が
多
く
見
ら
れ
、
重
量
級
（

戦
術
が
多
く
見
ら
れ
、
重
量
級
（
7878
㎏
超
㎏
超

級
）
の
有
力
選
手
が
序
盤
戦
で
敗
退
し
、

級
）
の
有
力
選
手
が
序
盤
戦
で
敗
退
し
、

４
回
戦
を
終
え
た
時
点
で
全
重
量
級
の
選

４
回
戦
を
終
え
た
時
点
で
全
重
量
級
の
選

手
が
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
。

手
が
姿
を
消
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ベ
ス
ト
４
に
は
、軽
重
量
級（

　

ベ
ス
ト
４
に
は
、軽
重
量
級（
7878
㎏
級
）

㎏
級
）

の
田
中
、
軽
量
級
（

の
田
中
、
軽
量
級
（
5757
㎏
級
）
の
白
金
、

㎏
級
）
の
白
金
、

中
量
級
の
石
岡
来
望
（
中
国
・
環
太
平
洋

中
量
級
の
石
岡
来
望
（
中
国
・
環
太
平
洋

大
学
４
年
）
と
西
條
里
奈
子
（
近
畿
・
龍

大
学
４
年
）
と
西
條
里
奈
子
（
近
畿
・
龍

谷
大
学
４
年
）
が
進
出
し
た
。

谷
大
学
４
年
）
が
進
出
し
た
。

◇◇

　

準
決
勝
１
試
合
目
は
田
中
と
石
岡
の
試

　

準
決
勝
１
試
合
目
は
田
中
と
石
岡
の
試

合
。
終
盤
戦
、
田
中
が
大
き
く
足
を
振
り

合
。
終
盤
戦
、
田
中
が
大
き
く
足
を
振
り

上
げ
た
内
股
で
石
岡
の
体
を
持
ち
上
げ

上
げ
た
内
股
で
石
岡
の
体
を
持
ち
上
げ

る
。
石
岡
は
体
を

る
。
石
岡
は
体
を
捻捻ひ
ね
ひ
ね

り
、
か
ろ
う
じ
て
一

り
、
か
ろ
う
じ
て
一

本
と
な
る
の
を
防
い
だ
が
、
ビ
デ
オ
判
定

本
と
な
る
の
を
防
い
だ
が
、
ビ
デ
オ
判
定

の
結
果
、
有
効
と
な
る
。
田
中
は
ポ
イ
ン

の
結
果
、
有
効
と
な
る
。
田
中
は
ポ
イ
ン

ト
を
守
り
切
り
優
勢
勝
ち
と
な
っ
た
。

ト
を
守
り
切
り
優
勢
勝
ち
と
な
っ
た
。

　

準
決
勝
２
試
合
目
は
白
金
と
西
條
の
試

　

準
決
勝
２
試
合
目
は
白
金
と
西
條
の
試

合
。
互
い
に
一
本
を
決
め
き
れ
な
い
ま
ま

合
。
互
い
に
一
本
を
決
め
き
れ
な
い
ま
ま

終
盤
戦
へ
。「
体
力
に
自
信
が
あ
る
」
と

終
盤
戦
へ
。「
体
力
に
自
信
が
あ
る
」
と

語
っ
て
い
た
白
金
が
攻
撃
を
た
た
み
か

語
っ
て
い
た
白
金
が
攻
撃
を
た
た
み
か

け
、
判
定
３

け
、
判
定
３

－－

０
で
勝
利
。
大
会
史
上
初

０
で
勝
利
。
大
会
史
上
初

の
軽
量
級
選
手
の
優
勝
ま
で
あ
と
一
勝
と

の
軽
量
級
選
手
の
優
勝
ま
で
あ
と
一
勝
と

迫
っ
た
。

迫
っ
た
。

◇◇

　

田
中
、
白
金
に
よ
る
決
勝
。
序
盤
戦
か

　

田
中
、
白
金
に
よ
る
決
勝
。
序
盤
戦
か

ら
白
金
が
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け
、
田
中

ら
白
金
が
積
極
的
に
技
を
仕
掛
け
、
田
中

は
攻
撃
を

は
攻
撃
を
凌凌し
の
し
の

ぎ
な
が
ら
組
み
合
い
に
持
ち

ぎ
な
が
ら
組
み
合
い
に
持
ち

込
み
、
大
内
刈
や
体
落
で
反
撃
す
る
。
終

込
み
、
大
内
刈
や
体
落
で
反
撃
す
る
。
終

盤
戦
、
田
中
が
白
金
の
前
襟
を
摑
ん
だ
瞬

盤
戦
、
田
中
が
白
金
の
前
襟
を
摑
ん
だ
瞬

間
、
大
外
刈
を
仕
掛
け
る
と
見
事
に
決
ま

間
、
大
外
刈
を
仕
掛
け
る
と
見
事
に
決
ま

り
、
一
本
。
初
優
勝
に
輝
い
た
田
中
は
試

り
、
一
本
。
初
優
勝
に
輝
い
た
田
中
は
試

合
後
に
「
途
中
ま
で
相
手
に
押
さ
れ
て
い

合
後
に
「
途
中
ま
で
相
手
に
押
さ
れ
て
い

る
感
覚
が
あ
っ
た
の
で
、
試
合
時
間
８
分

る
感
覚
が
あ
っ
た
の
で
、
試
合
時
間
８
分

の
中
で
投
げ
て
勝
つ
し
か
な
い
と
思
っ
て

の
中
で
投
げ
て
勝
つ
し
か
な
い
と
思
っ
て

戦
い
ま
し
た
。
最
後
は
無
意
識
に
体
が
動

戦
い
ま
し
た
。
最
後
は
無
意
識
に
体
が
動

き
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

き
ま
し
た
」
と
語
っ
た
。

◇◇

　

な
お
、
警
察
官
の
優
勝
は
第
15
回
大
会

（
２
０
０
０
〈
平
成
12
〉
年
）
の
山
下
ま

ゆ
み
選
手（
大
阪
府
警
察
）以
来
で
あ
り
、

25
年
ぶ
り
に
再
び
大
阪
府
警
察
所
属
選
手

に
皇
后
盃
が
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第
40
回
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
講
道
館
、
全
日
本
柔
道
連
盟
）

が
４
月
20
日
、
横
浜
武
道
館
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
体
重
無
差
別

で
女
子
柔
道
日
本
一
を
決
め
る
今
大
会
に
は
、
推
薦
お
よ
び
全
国
10
地
区
の
予
選
を

勝
ち
上
が
っ
た
33
名
の
選
手
が
出
場
。ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

今
大
会
の
決
勝
は
、
と
も
に
初
優
勝
が
か
か
る
田
中
伶
奈
（
近
畿
・
大
阪
府
警
察
）

と
白
金
未
桜
（
関
東
・
筑
波
大
学
２
年
）
が
対
戦
。
田
中
が
大
外
刈
で
一
本
を
奪
い
、

初
優
勝
に
輝
い
た
。

第
40
回
皇
后
盃
全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

皇后盃を手にする田中皇后盃を手にする田中
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　　　　　 田中伶奈　○一本勝ち（大外刈）　白金未桜
78kg 級・170㎝の田中（上）と、57kg 級・155㎝の白金による決勝。豪快な大外刈の一本で田中が初優勝を飾った
決勝

白金未桜　○判定（３－０）　西條里奈子
白金（右）、西條の両者とも技出しの早さと手数の多
さが特徴。試合開始直後から両者の技のぶつかり合い
が繰り広げられた

田中伶奈　○有効（内股）　石岡来望
田中（右）が内股で崩しにかかり、石岡がギリギリの
ところで耐える展開が続く中、終盤戦に田中が放った
内股が有効となった

＝

準
決
勝
①

準
決
勝
②

◉
優
勝
＝
田
中
伶
奈
四
段

◉
優
勝
＝
田
中
伶
奈
四
段

（
大
阪
府
警
察
）

（
大
阪
府
警
察
）

▽
田
中
選
手
が
、
優
勝
後
の
率
直
な
気

▽
田
中
選
手
が
、
優
勝
後
の
率
直
な
気

持
ち
を
語
っ
た
。

持
ち
を
語
っ
た
。

「
決
勝
戦
に
限
ら
ず
一
戦
必
勝
の
気
持

「
決
勝
戦
に
限
ら
ず
一
戦
必
勝
の
気
持

ち
で
１
回
戦
か
ら
試
合
に
臨
み
、
他
の

ち
で
１
回
戦
か
ら
試
合
に
臨
み
、
他
の

大
会
で
も
同
じ
こ
と
を
思
い
な
が
ら
試

大
会
で
も
同
じ
こ
と
を
思
い
な
が
ら
試

合
し
て
い
た
の
で
、
や
っ
と
結
果
に
結

合
し
て
い
た
の
で
、
や
っ
と
結
果
に
結

び
つ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

び
つ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

講
道
館
杯
、
皇
后
盃
で
は
と
も
に
ベ
ス

講
道
館
杯
、
皇
后
盃
で
は
と
も
に
ベ
ス

トト
1616
と
、
先
に

と
、
先
に
繋繋つ
な
つ
な

が
ら
な
い
結
果
が
続

が
ら
な
い
結
果
が
続

き
、
ず
っ
と
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
ば
か

き
、
ず
っ
と
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
ば
か

り
で
悔
し
い
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。
今

り
で
悔
し
い
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。
今

日
や
っ
と
優
勝
で
き
た
こ
と
で
、
今
ま

日
や
っ
と
優
勝
で
き
た
こ
と
で
、
今
ま

で
の
で
の
怪怪けけ

我我がが

や
敗
北
が
報
わ
れ
た
と
思
い

や
敗
北
が
報
わ
れ
た
と
思
い

ま
し
た
」

ま
し
た
」

▽
今
大
会
で
存
在
感
を
示
し
、
手
応
え

▽
今
大
会
で
存
在
感
を
示
し
、
手
応
え

を
感
じ
た
田
中
選
手
。
今
後
の
抱
負

を
感
じ
た
田
中
選
手
。
今
後
の
抱
負

に
つ
い
て
。

に
つ
い
て
。

「
目
標
で
あ
る
講
道
館
杯
、
警
察
大
会

「
目
標
で
あ
る
講
道
館
杯
、
警
察
大
会

で
の
優
勝
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

で
の
優
勝
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
今
回
は
国
内
ト
ッ
プ
の
選
手
が

ま
た
、
今
回
は
国
内
ト
ッ
プ
の
選
手
が

多
く
欠
場
し
て
い
る
大
会
で
し
た
が
、

多
く
欠
場
し
て
い
る
大
会
で
し
た
が
、

講
道
館
杯
な
ど
で
は
そ
う
い
っ
た
選
手

講
道
館
杯
な
ど
で
は
そ
う
い
っ
た
選
手

た
ち
と
試
合
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

た
ち
と
試
合
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
競
る
こ
と
が
で
き
る
よ

ま
す
。
そ
こ
で
競
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
」

う
頑
張
り
ま
す
」

優勝者コメント
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第40回皇后盃全日本女子柔道選手権大会
=一本、　=技有、　=有効

段位（地区・所属） 段位（地区・所属）

優勝

田
中

　伶
奈

◯
大
外
刈

◯判定

◯袈裟固

◯大外返

◯横四方固

◯判定

○体落+袈裟固

◯判定

◯判定

◯送襟絞

◯判定

◯判定

◯判定

◯不戦勝

◯判定

○縦四方固

◯内股

◯背負投

◯判定

◯判定

◯判定

◯縦四方固

◯大外返

◯崩上四方固

◯判定

◯判定

◯判定

◯判定

◯判定

◯判定

○払腰

◯判定

◯判定

◯隅落

◯巴投

和田梨乃子
三段（東京・パーク 24）
山本　　杏
三段（東海・静岡県警察）
髙山　紗楓
三段（中国・警視庁）
白金　美桜
三段（関東・筑波大学２年）
寺田宇多菜
四段（東京・ＪＲ東日本）
吉峰芙母絵
三段（近畿・大阪府警察）
橋高　朱里
五段（北信越・金沢学院短期大学教員）
角田　夏実
五段（推薦・ＳＢＣ湘南美容クリニック）
鋳山真菜実
三段（四国・生光学園高校３年）

梅津　志悠
四段（九州・ＪＲ九州）
泉　　真生
四段（東京・コマツ）
佐藤星麗七
三段（関東・ブイ・テクノロジー）
新名　彩乃
三段（東北・福島刑務所）
古賀ひより
四段（東京・パーク 24）
平野　友萌
三段（関東・センコー）
西條里奈子
三段（近畿・龍谷大学４年）
大森　恵花
三段（東京・早稲田大学４年）
伊藤　彩乃
三段（北海道・札幌刑務所）

瀨川　麻優
五段（推薦・ＡＬＳＯＫ）

牛方　美羽
三段（東北・仙台大学３年）

柴田　理帆
五段（関東・つくばユナイテッド）

熊木　悠花
三段（北海道・北海道警察）

井上　朋香
三段（九州・筑波大学１年）

田中　伶奈
四段（近畿・大阪府警察）

長谷川瑞紀
四段（東京・ＪＲ東日本）

前田　栞那
二段（四国・坂出第一高校３年）

久野ふくみ
四段（関東・神奈川県警察）

新井　万央
三段（東京・日本体育大学４年）

髙木　水月
三段（近畿・明治国際医療大学４年）

谷岡　成美
三段（関東・日本エースサポート）

松田　美悠
三段（北信越・富山サンダーバーズ柔道クラブ）

木下　汐蘭
初段（関東・富士学苑高校３年）

石岡　来望
三段（中国・環太平洋大学４年）

西願寺里保
四段（東京・コマツ）

竹村　安生
三段（近畿・兵庫県警察）

小林　未奈
四段（東海・愛知県警察）

▽
出
場
選
手
コ
メ
ン
ト

▽
出
場
選
手
コ
メ
ン
ト

◉
準
優
勝
＝
白
金
未
桜
三
段

◉
準
優
勝
＝
白
金
未
桜
三
段

（
筑
波
大
学
２
年
）

（
筑
波
大
学
２
年
）

「
１
回
戦
か
ら
挑

「
１
回
戦
か
ら
挑

戦
者
の
気
持
ち
で

戦
者
の
気
持
ち
で

試
合
し
、
決
勝
で

試
合
し
、
決
勝
で

も
自
分
の
柔
道
を

も
自
分
の
柔
道
を

貫
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
相
手
の
方

貫
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
相
手
の
方

が
一
枚
上
手
で
し
た
。
そ
れ
で
も
自
分
の

が
一
枚
上
手
で
し
た
。
そ
れ
で
も
自
分
の

で
き
る
こ
と
は
や
り
切
れ
た
と
思
い
ま

で
き
る
こ
と
は
や
り
切
れ
た
と
思
い
ま

○
パ
リ
五
輪
金
・
角
田
が
皇
后
盃
参
戦

○
パ
リ
五
輪
金
・
角
田
が
皇
后
盃
参
戦

　

今
大
会
に
は
、
２
０
２
４
年
パ
リ
オ
リ

　

今
大
会
に
は
、
２
０
２
４
年
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
角
田
夏
実

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
角
田
夏
実

（
推
薦
・
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

（
推
薦
・
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
出
場
し
た
。
角
田
は
、
階
級
が
上
の
選

が
出
場
し
た
。
角
田
は
、
階
級
が
上
の
選

手
に
対
し
て
も
得
意
の

手
に
対
し
て
も
得
意
の
巴巴と
も
え

と
も
え投

や
関
節
技
を

投
や
関
節
技
を

多
彩
に
繰
り
出
し
、
観
客
を
魅
了
。
１
回

多
彩
に
繰
り
出
し
、
観
客
を
魅
了
。
１
回

戦
は
判
定
勝
ち
、
２
回
戦
は
巴
投
で
有
効

戦
は
判
定
勝
ち
、
２
回
戦
は
巴
投
で
有
効

を
奪
い
、
優
勢
勝
ち
を
収
め
た
。
３
回
戦

を
奪
い
、
優
勢
勝
ち
を
収
め
た
。
３
回
戦

で
は
判
定
で
敗
れ
る
も
、
試
合
場
を
後
に

で
は
判
定
で
敗
れ
る
も
、
試
合
場
を
後
に

す
る
角
田
に
観
客
か
ら
健
闘
を

す
る
角
田
に
観
客
か
ら
健
闘
を
讃讃た
た
た
た

え
る
大

え
る
大

き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。

き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。

　

試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
角
田
は

　

試
合
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
角
田
は

「
思
っ
て
い
た
よ
り
負
荷
の
高
い
大
会
に

「
思
っ
て
い
た
よ
り
負
荷
の
高
い
大
会
に

な
り
ま
し
た
。
１
回
戦
終
わ
っ
た
後
の
疲

な
り
ま
し
た
。
１
回
戦
終
わ
っ
た
後
の
疲

労
度
が
い
つ
も
と
違
い
、
海
で
遊
び
切
っ

労
度
が
い
つ
も
と
違
い
、
海
で
遊
び
切
っ

た
後
の
よ
う
な
だ
る
さ
が
あ
り
ま
し
た
」

た
後
の
よ
う
な
だ
る
さ
が
あ
り
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
答
え
、
体
重
無
差
別
で
の
全

と
笑
顔
で
答
え
、
体
重
無
差
別
で
の
全

日
本
大
会
に
つ
い
て
「
体
重
差
に
つ
い

日
本
大
会
に
つ
い
て
「
体
重
差
に
つ
い

て
は
練
習
で
対
策
を
練
っ
て
き
た
の
で

て
は
練
習
で
対
策
を
練
っ
て
き
た
の
で

す
が
、
実
際
の
試
合
で
は
払
わ
れ
た
時

す
が
、
実
際
の
試
合
で
は
払
わ
れ
た
時

の
重
圧
な
ど
全
然
違
う
の
で
、
い
い
経

の
重
圧
な
ど
全
然
違
う
の
で
、
い
い
経

験
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

験
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。攻めの機会をうかがう角田（左）攻めの機会をうかがう角田（左）

心技体 人を育てる総合誌
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マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

柔
道
は
、
大
澤
慶
己
、
長
谷
川
博
之
、
腹
巻
宏
一

吉
村
和
郎
、
山
内
直
人
の
５
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

お問い合わせ・ご注文は
日本武道館出版広報課まで
TEL 03-3216-5147

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁

す
。
今
日
の
準
優
勝
で
、
体
が
小
さ
く
て

す
。
今
日
の
準
優
勝
で
、
体
が
小
さ
く
て

も
大
き
な
相
手
に
勝
て
る
と
い
う
自
信
が

も
大
き
な
相
手
に
勝
て
る
と
い
う
自
信
が

つ
き
ま
し
た
。
講
道
館
杯
な
ど
の
体
重
別

つ
き
ま
し
た
。
講
道
館
杯
な
ど
の
体
重
別

の
大
会
で
優
勝
す
る
と
い
う
目
標
に
向
か

の
大
会
で
優
勝
す
る
と
い
う
目
標
に
向
か

っ
て
、
今
日
の
結
果
を
こ
れ
か
ら
の
試
合

っ
て
、
今
日
の
結
果
を
こ
れ
か
ら
の
試
合

にに
活活いい

か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

か
し
て
い
き
た
い
で
す
」

◇◇

・
鋳
山
真
菜
実
（
生
光
学
園
高
校
３
年
）

・
鋳
山
真
菜
実
（
生
光
学
園
高
校
３
年
）

　

最
年
少
（

　

最
年
少
（
1717
歳
）、
２
回
目
の
出
場
。

歳
）、
２
回
目
の
出
場
。

１
回
戦
で
角
田
と
対
戦
し
、
５
分
間
の
試

１
回
戦
で
角
田
と
対
戦
し
、
５
分
間
の
試

合
の
末
、
判
定
で
敗
退
。

合
の
末
、
判
定
で
敗
退
。

「（
角
田
選
手
の
得
意
技
の
）
巴
投
の
対

「（
角
田
選
手
の
得
意
技
の
）
巴
投
の
対

策
も
し
て
い
た
の
で
す
が
、
威
力
も
ス
ピ

策
も
し
て
い
た
の
で
す
が
、
威
力
も
ス
ピ

ー
ド
も
予
想
以
上
で
し
た
。
角
田
選
手
と

ー
ド
も
予
想
以
上
で
し
た
。
角
田
選
手
と

試
合
で
き
る
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の

試
合
で
き
る
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
の

で
、
今
日
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
試
合
に

で
、
今
日
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
試
合
に

繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

・
柴
田
理
帆
（
つ
く
ば
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
）

・
柴
田
理
帆
（
つ
く
ば
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
）

　

今
大
会
最
軽
量
の

　

今
大
会
最
軽
量
の
5252
㎏
。
２
回
戦
で
牛

㎏
。
２
回
戦
で
牛

方
美
羽
（
東
北
・
仙
台
大
学
３
年
）
と
対

方
美
羽
（
東
北
・
仙
台
大
学
３
年
）
と
対

戦
。
健
闘
す
る
も
、
試
合
終
了
間
際
に

戦
。
健
闘
す
る
も
、
試
合
終
了
間
際
に
袈袈けけ

裟裟ささ

固
で
の
一
本
負
け
を
喫
し
た
。

固
で
の
一
本
負
け
を
喫
し
た
。

「
と
て
も
悔
し
い
で
す
。
自
分
よ
り
大
き

「
と
て
も
悔
し
い
で
す
。
自
分
よ
り
大
き

い
相
手
と
組
み
合
う
練
習
も
し
て
い
た
の

い
相
手
と
組
み
合
う
練
習
も
し
て
い
た
の

で
す
が
、
大
会
直
前
の
怪
我
な
ど
も
あ
り

で
す
が
、
大
会
直
前
の
怪
我
な
ど
も
あ
り

練
習
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
。
い
い
勉
強

練
習
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
。
い
い
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」

に
な
り
ま
し
た
」

・
木
下
汐
蘭
（
富
士
学
苑
高
校
３
年
）

・
木
下
汐
蘭
（
富
士
学
苑
高
校
３
年
）

　

最
年
少
（

　

最
年
少
（
1717
歳
）、
初
出
場
。
１
回
戦

歳
）、
初
出
場
。
１
回
戦

で
石
岡
と
対
戦
し
、
５
分
間
戦
い
切
っ
た

で
石
岡
と
対
戦
し
、
５
分
間
戦
い
切
っ
た

末
に
判
定
で
敗
退
。

末
に
判
定
で
敗
退
。

「
繰
り
上
げ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
時
は
と

「
繰
り
上
げ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
時
は
と

て
も
て
も
嬉嬉う
れ
う
れ

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
力
を
出

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
全
力
を
出

し
き
れ
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の

し
き
れ
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
ど
ん
な
相
手
と
戦
っ
て
も
自
分
の
柔

で
、
ど
ん
な
相
手
と
戦
っ
て
も
自
分
の
柔

道
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
こ
れ
か
ら
頑
張

道
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
こ
れ
か
ら
頑
張

り
た
い
で
す
」

り
た
い
で
す
」

▽
柔
道
女
子
日
本
代
表
監
督
コ
メ
ン
ト

▽
柔
道
女
子
日
本
代
表
監
督
コ
メ
ン
ト

　

塚
田
真
希
氏

　

塚
田
真
希
氏

「
決
勝
は
、
両
選
手
と
も
８
分
間
の
試
合

「
決
勝
は
、
両
選
手
と
も
８
分
間
の
試
合

で
も
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
せ
ず
戦
っ
て
い
た
の

で
も
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
せ
ず
戦
っ
て
い
た
の

で
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
今
大
会
は
軽

で
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
今
大
会
は
軽

い
選
手
が
活
躍
し
た
一
方
、
重
量
級
選
手

い
選
手
が
活
躍
し
た
一
方
、
重
量
級
選
手

の
物
足
り
な
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
勝
負
の

の
物
足
り
な
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
勝
負
の

世
界
は
厳
し
く
、
大
会
の
ル
ー
ル
へ
の
適

世
界
は
厳
し
く
、
大
会
の
ル
ー
ル
へ
の
適

合
と
い
う
面
も
選
手
に
求
め
ら
れ
て
く
る

合
と
い
う
面
も
選
手
に
求
め
ら
れ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
真
剣
に

と
思
い
ま
す
。
真
剣
に
喰喰くく

ら
い
つ
く
重
量

ら
い
つ
く
重
量

級
選
手
が
出
て
く
る
と
、
私
た
ち
も
励
み

級
選
手
が
出
て
く
る
と
、
私
た
ち
も
励
み

に
な
り
ま
す
」

に
な
り
ま
す
」

本大会の初代チャンピオンである森山（旧姓：八戸）かお本大会の初代チャンピオンである森山（旧姓：八戸）かお
り氏（上）が講道館護身術の演武に出場り氏（上）が講道館護身術の演武に出場
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第
69
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会

（
主
催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）
が
４

月
20
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、

一
般
の
部
・
女
子
の
部
・
防
衛
省
第

１
部
（
陸
上
自
衛
隊
の
指
定
部
隊
）・

防
衛
省
第
２
部（
１
部
以
外
の
陸
・
海
・

空
自
衛
隊
）
の
全
４
部
門
に
分
か
れ

て
優
勝
を
争
っ
た
。

　

一
般
の
部
は
、
前
々
回
大
会
で
優

勝
の
本
間
道
場
Ａ
（
神
奈
川
）
が
、

前
回
大
会
３
位
の
元
気
道
場
（
新
潟
）

を
２
―
１
で
下
し
、
悲
願
の
優
勝
を

決
め
た
。

　

女
子
の
部
で
は
、大
村
駐
屯
地
（
長

崎
）
が
前
回
大
会
優
勝
の
普
通
科
教

導
連
隊
（
静
岡
）
に
２
―
１
で
競
り

勝
ち
、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

防
衛
省
第
１
部
の
決
勝
は
、
前
回

大
会
で
は
惜
し
く
も
３
位
だ
っ
た
優

勝
候
補
の
普
通
科
教
導
連
隊
（
静
岡
）

と
第
42
即
応
機
動
連
隊
（
熊
本
）
の

対
戦
。
５
―
０
で
普
通
科
教
導
連
隊

が
完
勝
し
て
２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果

た
し
た
。

　

防
衛
省
第
２
部
は
、
全
部
門
で
最

多
の
92
チ
ー
ム
が
参
加
。
決
勝
は
、

前
回
大
会
優
勝
の
日
本
原
駐
屯
地（
岡

山
）
が
石
垣
駐
屯
地
（
沖
縄
）
を
５

ー
０
で
下
し
、
連
覇
を
達
成
し
た
。

第
69
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会

一般の部決勝・中堅戦＝ 2本目を狙う本間道場A・野田（右）一般の部決勝・中堅戦＝ 2本目を狙う本間道場A・野田（右）

本間道場Ａが本間道場Ａが
Ｖ奪還Ｖ奪還

一般の部一般の部
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決
勝
は
、
初
優
勝
が
か
か
る
大
村
駐
屯

地
と
前
回
大
会
優
勝
の
普
通
科
教
導
連
隊

の
対
戦
。

　

大
村
は
準
決
勝
で
前
回
大
会
準
優
勝
の

北
海
道
選
抜
Ａ
と
対
戦
。
３
―
０
で
勝
利

し
、
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

対
す
る
普
教
連
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た

場
面
も
あ
っ
た
が
、
前
回
大
会
優
勝
の
貫

禄
を
み
せ
て
決
勝
へ
と
進
ん
だ
。

◇
決
勝

　

大
村　
　
　
　

２
―
１　
　

普
教
隊

　

永
木
友
梨　
　
　

―
㊤
上　

森
川
友
紀
子

　

佐
藤
智
尋　

㊤
上
―　
　
　

花
田
莉
緒

　

里　

麻
衣　

㊤
上
―　
　
　

今
澤
美
紗
貴

■
一
般
の
部

■
一
般
の
部（
３
人
制
・

（
３
人
制
・
3838
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

　

決
勝
は
、
前
々
回
大
会
優
勝
の
本
間
道

場
Ａ
と
前
回
大
会
３
位
の
元
気
道
場
の
戦

い
と
な
っ
た
。

　

本
間
道
場
Ａ
は
４
回
戦
で
劣
勢
に
立
た

さ
れ
る
も
２
―
１
で
勝
利
し
、
準
決
勝
は

３
―
０
で
完
勝
を
収
め
て
、
勢
い
そ
の
ま

ま
決
勝
に
向
か
っ
た
。

　

対
す
る
元
気
道
場
は
、
初
戦
か
ら
準
決

勝
ま
で
の
全
試
合
を
３
―
０
で
完
勝
し
、

決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

◇
決
勝

　

本
間
Ａ　
　
　

２
―
１　
　

元
気
道
場

　

野
原　

崇　
　

判
―　
　
　

近
藤
駿
平

　

野
田
峻
祐　
　

㊤
―　
　
　

野
口
将
史

　

鈴
木
崇
之　
　
　

―
㊤
上　

滝
沢
元
気

　

先
鋒
戦
、
試
合
序
盤
は
両
者
果
敢
に
攻

め
立
て
る
が
、
決
め
手
を
欠
い
て
試
合
終

了
。
本
間
道
場
Ａ
・
野
原
が
判
定
勝
ち
を

収
め
た
。

　

中
堅
戦
、
後
が
な
い
元
気
道
場
だ
が
、

本
間
道
場
Ａ
・
野
田
が
上
胴
を
決
め
て
勝

利
し
、
本
間
道
場
Ａ
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝

を
果
た
し
た
。
大
将
戦
で
は
、元
気
道
場
・

滝
沢
が
連
続
で
上
胴
を
決
め
て
２
本
勝
ち

す
る
活
躍
を
見
せ
た
が
優
勝
に
は
惜
し
く

も
届
か
な
か
っ
た
。

◎
優
勝
＝
本
間

◎
優
勝
＝
本
間
AA
・
安
西
直
毅
監
督

・
安
西
直
毅
監
督

「
昨
年
連
覇
が
途
切
れ
ま
し
た
が
、
選
手

「
昨
年
連
覇
が
途
切
れ
ま
し
た
が
、
選
手

一
同
が
初
心
を
大
切
に
頑
張
っ
て
き
た
結

一
同
が
初
心
を
大
切
に
頑
張
っ
て
き
た
結

果
が
出
て
た
い
へ
ん

果
が
出
て
た
い
へ
ん
嬉嬉う
れ
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

し
く
思
い
ま
す
。

決
勝
は
緊
張
感
を
持
っ
た
試
合
が
で
き
た

決
勝
は
緊
張
感
を
持
っ
た
試
合
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
」

と
思
い
ま
す
」

一般の部決勝・先鋒戦は決め手を欠き判定へ

女子の部優勝＝大村駐屯地（長崎）

■
女
子
の
部

■
女
子
の
部（
３
人
制
・

（
３
人
制
・
4444
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

心技体 人を育てる総合誌

　

先
鋒
戦
、
普
教
連
・
森
川
が
２
本
勝
ち

を
収
め
、
後
が
な
い
大
村
。
注
目
の
中
堅

戦
、
前
半
に
大
村
・
佐
藤
は
普
教
連
・
花

田
が
突
い
て
来
た
と
こ
ろ
を
上う

手ま

く
か
わ

し
て
上
胴
を
決
め
た
。
後
半
に
も
上
胴
を

取
り
２
本
勝
ち
。

　

優
勝
が
か
か
っ
た
大
将
戦
、
大
村
・
里

は
前
半
に
上
胴
を
決
め
、
勢
い
そ
の
ま
ま

も
う
一
度
上
胴
を
決
め
て
２
本
勝
ち
。
見

事
大
村
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
大
村
・
尾
㟢
秀
次
郎
監
督

◎
優
勝
＝
大
村
・
尾
㟢
秀
次
郎
監
督

「
１
回
戦
か
ら
挑
戦
者
と
い
う
気
持
ち
で

「
１
回
戦
か
ら
挑
戦
者
と
い
う
気
持
ち
で

臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
し
て
さ

臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
し
て
さ

ら
に
強
く
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

ら
に
強
く
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
」
す
」

女子の部決勝・大将戦＝大村・里（左）が
上胴で優勝を決めた
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決
勝
は
、
前
回
大
会
３
位
で
２
年
ぶ
り

の
優
勝
を
狙
う
普
通
科
教
導
連
隊
と
第

42
即
応
機
動
連
隊
の
試
合
と
な
っ
た
。

　
◇
決
勝

　

普
教
連　
　
　

５
―
０　
　

42
即
機

　

土
居
祐
介　

㊦
上
―　
　
　

緒
田
慶
一
朗

　

吉
田
充
宏　

㊤
判
―
上　
　

小
関　

晃

　

西
村　

健　

㊤
上
―　
　
　

塩
田
剣
士
朗

　

鎌
倉
卓
摩　

㊤
下
―　
　
　

宮
本　

翔

　

佐
藤　

岳　

㊤
上
―　
　
　

井
上
聖
太

防衛省第１部決勝・先鋒戦＝普教連・土居（左）が下胴を先取

■
防
衛
省
第
１
部

■
防
衛
省
第
１
部
（
５
人
制
・

（
５
人
制
・
5252
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）普教連・坂元監督の胴上げ

　

先
鋒
戦
、
試
合
開
始
直
後
か
ら
普

教
連
・
土
居
は
果
敢
に
攻
め
て
、
42

即
機
・
緒
田
の
一
瞬
の
隙
を
み
て
下

胴
を
先
取
し
た
。
後
半
に
も
土
居
が

上
胴
を
決
め
て
２
本
勝
ち
を
収
め
た
。

　

次
鋒
戦
、
普
教
連
・
吉
田
は
試
合

開
始
直
後
に
上
胴
を
決
め
た
。
42
即

機
・
小
関
も
粘
り
強
さ
を
み
せ
、
上

胴
を
奪
う
展
開
に
。
判
定
に
移
り
、

吉
田
が
旗
２
本
で
判
定
勝
ち
と
な
っ

た
。

　

注
目
の
中
堅
戦
、
昨
年
の
全
日
本

選
手
権
大
会
で
優
勝
の
普
教
連
・
西

村
が
素
早
い
突
き
で
上
胴
を
先
取
。

試
合
終
了
間
際
に
も
西
村
の
上
胴
が

冴さ

え
２
本
勝
ち
。
普
教
連
が
２
年
ぶ

り
の
優
勝
を
決
め
た
。

　

副
将
戦
、
大
将
戦
で
一
矢
報
い
た

い
42
即
機
だ
が
、
普
教
連
の
壁
は
高

く
、
42
即
機
は
い
ず
れ
の
試
合
も
２

本
を
取
ら
れ
た
。
普
教
連
の
完
勝
と

言
え
る
内
容
だ
っ
た
。

◎
優
勝
＝
普
教
連
・
坂
元
誠
監
督

◎
優
勝
＝
普
教
連
・
坂
元
誠
監
督

「
昨
年
、
３
連
覇
を
目
指
し
て
い
た
が
、

「
昨
年
、
３
連
覇
を
目
指
し
て
い
た
が
、

第第
1616
普
通
科
連
隊
（
長
崎
）
に
惜
敗
し
て

普
通
科
連
隊
（
長
崎
）
に
惜
敗
し
て

し
ま
い
、
優
勝
を
奪
還
す
る
気
持
ち
で
今

し
ま
い
、
優
勝
を
奪
還
す
る
気
持
ち
で
今

回
は
臨
み
ま
し
た
。
助
教
と
選
手
の
頑
張

回
は
臨
み
ま
し
た
。
助
教
と
選
手
の
頑
張

り
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

り
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
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決
勝
に
は
、
前
回
大
会
優
勝
の
日
本
原

駐
屯
地
と
石
垣
駐
屯
地
が
進
出
し
た
。

　
◇
決
勝

　

日
本
原　
　
　

５
―
０　

石
垣

　

植
田
晋
悟　
　

判
―　
　

豊
川　

魁

　

松
延
靖
久　
　

㊦
―　
　

須
永
拓
也

　

大
橋
真
悟　
　

判
―　
　

矢
野
英
樹

　

大
庭
裕
二　

㊦
上
―　
　

藤
本
幸
太

　

藤
原
考
貴　

㊦
下
―　
　

板
橋
拓
也

　

先
鋒
戦
、
前
半
に
日
本
原
・
植
田
が
上

胴
を
狙
い
旗
が
上
が
り
そ
う
な
場
面
が
あ

っ
た
が
、
試
合
は
判
定
で
植
田
の
勝
利
。

　

次
鋒
戦
、
日
本
原
・
松
延
は
石
垣
・
須

永
が
突
い
て
き
た
と
こ
ろ
を
上
手
く
捌さ
ば

き

下
胴
を
決
め
て
１
本
勝
ち
。

　

注
目
の
中
堅
戦
、
石
垣
・
矢
野
は
積
極

的
に
攻
め
る
が
、
日
本
原
・
大
橋
は
上
手

く
か
わ
す
。
判
定
と
な
り
、
大
橋
に
２
本

の
旗
が
上
が
り
僅
差
で
勝
利
。
日
本
原
が

前
回
大
会
に
続
き
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

副
将
戦
、
両
者
互
角
の
攻
防
を
み
せ
る

が
日
本
原
・
大
庭
が
前
半
に
下
胴
を
先

取
。
試
合
時
間
残
り
30
秒
、
大
庭
が
下
が

り
、
石
垣
・
藤
本
を
引
き
付
け
た
と
こ
ろ

で
素
早
く
上
胴
を
突
き
２
本
勝
ち
し
た
。

続
く
大
将
戦
も
日
本
原
・
藤
原
が
圧
巻
の

■
防
衛
省
第
２
部

■
防
衛
省
第
２
部
（
５
人
制
・

（
５
人
制
・
9393
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

防衛省第２部決勝・副将戦＝日本原・大庭（右）が上胴を決めて２本勝ち

試
合
展
開
で
２
本
勝
ち
。
日
本
原
が
強
さ

を
発
揮
し
た
。

◎
優
勝
＝
日
本
原
・
上
田
啓
二
監
督

◎
優
勝
＝
日
本
原
・
上
田
啓
二
監
督

「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
く
れ
た

「
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
っ
て
く
れ
た

の
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
決
勝
は
一
人
一

の
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
決
勝
は
一
人
一

人
が
全
力
を
出
し
た
の
で
、
安
心
し
て
見

人
が
全
力
を
出
し
た
の
で
、
安
心
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

【
大
会
成
績
】

▼�

一
般
の
部
＝
①
本
間
道
場
Ａ
（
神

奈
川
）
②
元
気
道
場
（
新
潟
）
③

高
知
中
央
高
校
（
高
知
）、
防
衛

大
学
校
Ａ
（
神
奈
川
）

▼�

女
子
の
部
＝
①
大
村
駐
屯
地
（
長

崎
）②
普
通
科
教
導
連
隊（
静
岡
）

③
北
熊
本
駐
屯
地
（
熊
本
）、
北

海
道
選
抜
Ａ
（
北
海
道
）

▼�

防
衛
省
第
１
部
＝
①
普
通
科
教
導

連
隊
（
静
岡
）
②
第
42
即
応
機
動

連
隊
（
熊
本
）
③
第
11
普
通
科
連

隊
（
北
海
道
）、
第
16
普
通
科
連

隊
（
長
崎
）

▼�

防
衛
省
第
２
部
＝
①
日
本
原
駐
屯

地
（
岡
山
）
②
石
垣
駐
屯
地
（
沖

縄
）
③
富
士
駐
屯
地
Ａ
（
静
岡
）、

小
松
基
地
（
石
川
）
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第

　

第
6060
回
関
東
小
学
生
剣
道
錬
成
記
念
大

回
関
東
小
学
生
剣
道
錬
成
記
念
大

会
（
主
催
＝
東
京
都
少
年
剣
道
研
究
会
）

会
（
主
催
＝
東
京
都
少
年
剣
道
研
究
会
）

が
４
月

が
４
月
1313
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
節
目
と
な
る
第

た
。
節
目
と
な
る
第
6060
回
を
迎
え
た
今
大

回
を
迎
え
た
今
大

会
は
、

会
は
、
148148
団
体
・
約
１
４
０
０
名
の
少
年

団
体
・
約
１
４
０
０
名
の
少
年

少
女
剣
士
た
ち
が
参
加
し
た
。

少
女
剣
士
た
ち
が
参
加
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
で
は
「
文
武
両
道
」
を

　

ま
た
、
今
大
会
で
は
「
文
武
両
道
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
剣
道
の
ほ
か
、
書
道
・

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
剣
道
の
ほ
か
、
書
道
・

絵
・
作
文
の
コ
ン
ク
ー
ル
を「
作
品
道
場
」

絵
・
作
文
の
コ
ン
ク
ー
ル
を「
作
品
道
場
」

と
し
て
開
催
し
た
。

と
し
て
開
催
し
た
。♢♢

　

開
会
式
で
は
松
村
政
孝
大
会
会
長
に
よ

　

開
会
式
で
は
松
村
政
孝
大
会
会
長
に
よ

る
挨
拶
に
続
き
、
タ
レ
ン
ト
で
剣
道
錬
士

る
挨
拶
に
続
き
、
タ
レ
ン
ト
で
剣
道
錬
士

六
段
の
渡
辺
正
行
氏
と
、
剣
道
五
段
の
深

六
段
の
渡
辺
正
行
氏
と
、
剣
道
五
段
の
深

沢
邦
之
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
来
賓
祝
辞
を
述

沢
邦
之
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
来
賓
祝
辞
を
述

べ
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
た
。

べ
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
た
。

　

開
会
式
終
了
後
は
か
か
り
稽
古
に
入

　

開
会
式
終
了
後
は
か
か
り
稽
古
に
入

り
、
選
手
た
ち
は
先
生
方
と
と
も
に
汗
を

り
、
選
手
た
ち
は
先
生
方
と
と
も
に
汗
を

流
し
た
。
か
か
り
稽
古
後
に
は
試
合
へ
と

流
し
た
。
か
か
り
稽
古
後
に
は
試
合
へ
と

移
り
、

移
り
、
1414
試
合
場
に
分
か
れ
て
小
学
４
年

試
合
場
に
分
か
れ
て
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
１
年
生
の
参
加
者
た
ち
が
日

生
か
ら
中
学
１
年
生
の
参
加
者
た
ち
が
日

頃
の
修
錬
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
。

頃
の
修
錬
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
武
道
館
内
の
一
室
で
は
書

　

ま
た
、
日
本
武
道
館
内
の
一
室
で
は
書

道
も
実
施
し
て
お
り
、
積
極
的
に
参
加
す

道
も
実
施
し
て
お
り
、
積
極
的
に
参
加
す

る
少
年
少
女
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

る
少
年
少
女
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
記

　

閉
会
式
で
は
、
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
記

念
大
会
を
盛
大
に
締
め

念
大
会
を
盛
大
に
締
め
括括く
く
く
く

っ
た
。

っ
た
。

第 60回関東小学生剣道錬成記念大会第 60回関東小学生剣道錬成記念大会

少年少女剣士たちの
活気に溢れた記念大会

かかり稽古で修錬に励む選手たち
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来賓祝辞・深沢邦之氏来賓祝辞・深沢邦之氏 大会会長挨拶・松村政孝氏大会会長挨拶・松村政孝氏来賓祝辞・渡辺正行氏来賓祝辞・渡辺正行氏

鮮やかな面で一本

白熱した戦いを繰り広げる 書道にも真剣に取り組む
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